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雑

禿
本
主
義
終
抽
川
組
椛
の
下
に
於
げ
る
商
業
の
一
機
能
に
就
て

吉宗

誰

1I言葉|

資
本
主
義
経
済
組
織
の
下
に
於

け
る
商
業
の
一
機
能
に
就
て

谷

主差

口

吉

わ
き
八
日
下
回
巧
「
市
、
り
循
環
形
式
に
よ
っ
て

明
ら
が
な
る
如
〈
、
資
本
家
的
生
産
方
法
は
、
其
の
前

提
に
於
て
、
貨
幣
ケ
支
出
し
て
生
産
手
段
及
び
労
働
力

を
麟
貝
す
る
流
通
行
程
1

1
貨
幣
資
本
の
生
産
資
本
へ

の
鴨
形
ー
ー
を
必
要
保
件
こ
す
る
。
従
っ
て
再
生
産

ω

行
程
を
絶
え
令
国
滑
に
進
行
せ
し
む
る
た
め
に
は
、
其

の
前
提
た
る
流
通
行
程
の
困
滑
な
る
進
行
を
必
要
之

し
、
流
通
行
程
の
聞
滑
な
る
進
行
を
期
す
る
た
め
に

は
、
少
〈
ご
も
北
巧
購
入
す
べ
き
商
品
l
l
l
t
生
産
手
段

ー
ー
の
↑
定
の
亦
量
が
、
絶
え
や
市
場
に
存
在
す
る
こ

さ
そ
必
要
す
る
。
郎
も
「
生
産
行
科
及
び
再
生
産
行
程

トU

第
二
十
巻

(
第
六
焼
一
三
八
)

一O
λ
0

を
流
暢
に
準
行
せ
し
め
る
に
は
、
或
分
量
の
商
品
(
生

産
機
関
)
が
絶
え
A
V

市
場
に
存
在
す
る
こ
さ
、
換
言
す

れ
ば
貯
蔵
ぞ
構
成
す
る
ニ
子
炉
}
必
要
ご
す
る
ο
』
此
の
一
』

ご
は
、
軍
純
再
生
産
に
ご
っ
て
必
要
な
る
の
み
な
ら

守
、
蹴
張
再
生
産

t
z
つ
て
は
、
よ
h
高
き
程
度
に
必

要
な
傑
件
ご
な
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
嬢
張
再
生
産
に
あ

っ
て
は
、
生
産
手
段
に
劃
す
る
涛
業
資
本
家
の
需
要

は
、
返
階
的
傾
向
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

『
の
巧
な
る
穂
形
よ
り
見
れ
ば
、
商
品
が
絶
え
す
市

場
に
存
花
す
る
二
三
換
言
す
れ
ば
商
品
貯
戒
の
成
立

ご
い
ふ
事
費
は
、
再
生
産
行
程
の
進
行
を
流
暢
に
し
、

且
つ
新
た
な
る
又
は
追
加
的

ω投
資
品
川
」
川
町
龍
な
ら

L
む

べ
き
傑
件
己

L
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
己
此
凶
意
味
に

於

τ、
商
品
が
商
品

Z
L
て
市
場
に
停
滞
[
、
貯
蔵
形

態
を
構
成

L
て
存
在
す
る
こ
ご
は
、
資
本
家
的
生
産
万

法
の
前
提
よ
り
来
る
必
然
の
要
求
で
あ
る
o

衣
に
ま
た
、
資
本
家
的
生
産
方
法
の
下
に
於
て
は
、

生
斎
物
内
普
遍
的
形
態
は
商
品
ご
な
っ
て
現
は
れ
る
。

商
品
資
本
W
は、

σ
に
轄
形
す
べ
き
運
命
を
有
す
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
W
正
し
て
市
場
に
留
品
開
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は
、
商
品
貯
戒
を
構
成
す
る
。
併
し
乍
ら
「
ぞ
れ
が
商

品
貯
蔵
ぞ
構
成
す
る
こ
ご
は
、
即
も
自
己
の
日
的
に
反

劃
し
て
心
な
ら
守
も
市
場
に
在
留
す
る
こ
ど
を
意
味
す

る
。
販
貞
が
込
迷
に
行
は
る
れ
ば
行
は
る
、
程
、
再
生

産
行
程
は
盆
I
流
暢
に
進
行
す
る
の
で
あ
る
。
者
、
1
。、

な
る
樽
形
に
滞
仰
す
Z
事

は

、

-

資

本

一
P

夏
ら
に

生
産
資
本
ご
し
て
諜

4
‘
へ
き
機
能
を
妨
げ
る
唱

-
t
に
な

る
」
か
ら
・

w
が
商
品
貯
蔵
ご
し
て
市
場
に
停
頓
す
る

子
】
ご
は
、
再
生
産
の
行
程
全
国
滑
な
ら
し
め
る
所
以
で

な
い
。
の
み
な
ら
宇
産
業
資
本
家
が
そ
の
剰
伶
債
値
の

一
部
を
真
に
資
本
化
L
て
、
再
生
産
行
程
を
憐
政
f
得

る
た
め
に
は
、

W
の
中
仁
合
ま
る
、
剰
的
問
附
制
値
を
貨
幣

化
せ
ね
ば
な
ら
争
、

W
の
中
に
合
ま
る
、
剰
伶
償
値

は
、
同
じ
く
そ
の
中
に
合
ま
る
、
資
本
舗
値
f
共
に
、

一
鱒

ω存
在
を
な
し
て
属
る
の
で
あ
る
か
ら
、
憐
張
再

生
売
を
抽
出
行
せ
し
な
る
た
め
に
は
、
其
の
程
度
に
於
て

W
の
貨
静
化
合
急
が
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
に
あ
る
o

即
も

w
p」
市
場
に
推
積
ぜ

L
め
な
い
↓
』
さ
は
1

1
製
品
を
迅

速
に
販
頁
す
る
こ
ピ
は
1

1
再
生
産
殊
に
燐
張
再
生
産

を
国
滑
に
進
行
せ
し
む
る
た
め
仁
、
候
〈
べ
か
ら
古
る

期E

主k

費
本
主
義
制
済
組
織
の
下
に
於
げ
る
商
業
白
一
揖
慌
に
就
て

司.

保
件
ご
な
る
o

か
く
り
知
〈
産
業
資
本
内
循
環
の
始
黙
及
び
終
鮎
全

な
す
の

l
J弓
喧
君
、
l
ー
の
、
は
、
疋
に
繭
立
す
ザ
か
ら
ぎ
る

反
封

ω要
求
を
生
産
行
程
か
ら
受
け
一
1
居
る
o

卸
も
生

法
行
程
を
国
滑
に
進
行
せ
し
む

ιた
め
に
は
、
前
者
に

於
て
は
商
品
貯
戒
を
必
要

t
L、
後
者
に
於
て
は
商
品

貯
戒
を
排
尽
す
る
o

此

ω
こ
ど
は
資
本
主
義
経
済
組
織

の
下
に
於
て
果
し
て
可
穏
で
あ
ら
う
か
だ
う
か
?
。

一一

循
環
の
品
川
貼
ぞ
な
す
流
通
行
程
。
ー
さ
は
、
非
資

本
主
義
刑
曾
ご
の
接
胸
を
前
提
す
る
限

h
に
於

τは、

必
中

L
も
資
本
家
的
生
産
物

ω流
通
ね
る
を
妥
し
な

い
u

。「
ξ
の
も
め
が
由
来
す
る
所
の
生
産
行
耗
の
性
質
は

ど
う
で
も
よ
い
」
山
で
あ
っ
て
、
「
そ
の
商
品
は
、
奴
隷

制
に
立
脚

L
化
生
産
の
生
産
物
で
あ
っ
て
も
・
ま
た
は

農

民

な

り

共

同

慢

な

り

・

・

閥

傍

生

産

な

り

乃
至
竿
閲
の
狩
獄
民
そ
の
他
の
も
の
、
生
産
物

で
ゐ
つ

τも
よ
い
』
U

そ
れ
伎
に
少
〈
ご
も
、
。
1
5
1

が
非
資
本
主
義
枇
曾
ピ

ω
流
通
で
あ
る
限
り
は
、
再
生

産
行
税
よ
り
来
る
ニ
倒
の
圧
に
矛
盾
せ
る
要
求
は
、
成

部
二
十
巻

(
第
六
琉
一
三
九
)

C 
A 
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雑

費
本
主
義
精
神
組
惜
の
下
に
於
げ
る
商
業
の
一
機
能
に
就
て

主k

立
し
得
る
で
あ
ら
ヲ
。
此
の
場
合

(
U
4
に
閲
す
る

傑
件
|
|
商
品
貯
蔵

ω
有
在

l
ー
は
、
貸
は
資
本
主
義

枇
命
日
の
内
部
に
闘
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。

詳
言
せ
ば
、
此

ω場
台
に
は
わ
巧
に
於
け
る
W
ご、

此
の
W
の
上
に
行
は
れ
た
資
本
家
的
生
産
の
結
巣
た
る

W
己
は
、
式
全
然
濁
立
し
た
二
倒
的
存
在
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
各
i
に
要
求
せ
ら
る
、
別
々
の
修
作
は
、
ぞ
れ
が

互
に
岡
立
す
ぺ
か
ら
ぎ
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

各
ー
の
保
件
の
成
立
に
は
何
等
差
支
な
い
で
ゐ
ら
う
。

然
る
に
蕊
に
珠
想
す
る
所
の
純
粋
な
る
資
本
主
義

ω

枇
曾
に
於
て
は
、
。
|
者
は
資
本
家
的
生
産
方
法
に
よ

る
商
品
の
流
通
を
意
味
し
、
従
っ
て
そ
れ
は
、
他
の
産

業
資
本
家
に
嵐
す
る
資
本
循
環
の
終
貼
君
、
口
、
の
反

而
を
な
す
も

ω
で
あ
る
o

蓋
し
資
本
主
義
此
曾
を
前
提

す
る
限
り
、
中
な
る
斉
業
資
本
家
が
そ
の
生
産
の
た
め

に
必
要
な
る
生
産
手
段
を
買
入
品
、
ご
い
ふ
噂
』
古
は
、

岡
崎
に
他
の
乙
な
る
産
業
資
本
家
が
そ
の
生
産
の
結
果

た
る
商
品
を
甲
に
資
る
こ
ご
を
意
味
す
る
。
之
を
生
産

物
に
就
て
一
言
ふ
な
ら
ば
、
生
産
手
段
た
る
商
品
化
る
限

り
、
立
(
は
再
び
生
産
界
に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ

第
二
十
巻

(
第
六
規
一
阿

O
)

O 
F又

る
か
ら
、
最
初
的
産
業
資
本
家
が
之
を
宙
H
る
古
い
ふ
こ

己
者
、
の
、
は
、
第
二
の
産
業
資
本
家
が
之
を
買
子
』

ご
の
を
を
怠
除
す
る
o

モ
れ
故
に
生
産
手
段
の
生

産
に
閲
す
る
限
与
、
資
本
循
環
的
絡
黙
わ
い
る
君
、
。
、

は
、
英
の
品
州
知
た
る
の
l
L弓
に
外
な
ら
争
、

W
は
W

に
外
な
ら
m
H
O

か
く
の
如
当
事
情
的
下
に
於

τ、
今
問
題
ご
す
る
所

の
再
生
産
行
程
よ
り
来
る
互
に
矛
盾
せ
る
こ
う
の
要
求

が
、
到
底
成
立

L
難
き
も
の
な
る
こ
己
は
明
ら
か
で
あ

ら
う
。
。
|
者
に
封

L
て
は
W
が
貯
戒
形
態
に
あ
る
ニ

子
炉
』
婆
し
、
者
、
!
の
、
に
封
し

τは
W
が
貯
嬢
形
態
に

ゐ
ら
さ
る
一
」

Z
を
要
す
ご
い
ふ
僚
件
は
、

W
ご
W
ご
め

異
な
る
場
合
仁
於
1
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
資

本
主
義
批
舎
に
於
け
る
生
産
手
段
の
生
産
に
於
て
は
、

一
生
産
部
門
に
於
け
る
W
は
、
他
の
生
産
部
門
に
於
け

ろ

W
で
あ
る
の
同
一
の
商
品
に
閲
し
て
、
瓦
に
雨
立
す

ぺ
か
ら
古
る
ニ
つ
の
要
求
の
成
立
せ

Y
る
こ
ご
は
言
ム

迄
も
な
い
。

然
し
乍
ら
此
の
こ
さ
は
、
消
費
手
段
の
生
産
部
門
に

封
[
て
も
亦
、
同
様
仁
一
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
け
と
う
か



?
此
の
部
門
の
循
環
終
結
を
な
す
流
通
行
程
省
、
。
、

も
亦
、
生
産
手
段
の
牛
庭
部
門
に
於
け
る
生
産
物
ご
同

じ
〈
、
そ
の
再
生
産
行
穏
を
固
滑
に
進
行
せ
し
め
ん
た

め
に
は
、
君
、
口
、
の
流
通
停
滞
を
排
斥
L
、
W
は
な
る

べ
く
迅
惑
に
貨
幣
化
き
る
、
-
】
ご
を
要
す
る
の
で
ゐ
つ

τ、
此
の
結
に
於
一
t
両
者
の
聞
に
相
違
は
な
い
。
唯
消

費
手
段
の
生
産
部
門
に
於
け
る
W
は
永
久
に
W

品
)
ご

は
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
は
W
J」

W
Z
は
個
々

滴
立
の
存
在
を
な
す
こ
=
、
な
り
、
各
々
に
品
到
す
る
互

に
矛
盾
す
ろ
僚
件
も
ョ
此
虎
で
は
成
立

L
得
る
か
の
様

に
見
わ
る
c

言
ふ
迄
も
な
〈
、
消
安
手
段
の
生
産
部
門
よ
り
出
づ

る
W
の
購
買
者
は
、
一
般
枇
舎
の
例
人
的
消
費
者
で
め

り
、
資
本
主
義
枇
曾
の
下
に
於
て
は
、
そ
の
大
部
分
を

占
む
る
も
の
は
賃
銀
勢
働
者
で
あ
る
o
「
然
る
に
賃
銀
労

働
者
な
る
も
の
は
、
手
か
ら
口
へ
の
生
活
を
し
て
居
る

人
々
で
あ
る
o

毎
週
賃
銀
を
受
け
て
、
日
々
そ
れ
を
支

梯
っ
て
行
〈
人
々
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
等
よ
り
見
れ

ば
、
主
(
の
生
活
資
料
は
、
貯
戒
ご
し
て
諌
め
準
備
さ
れ

得
る
こ

t
eぜ
要
す
る
。
」
軍
仁
賃
銀
勢
働
者
の
み
正
請
は

雑

安
本
主
義
部
情
組
柿
白
下
に
於
け
る
商
業
の
一
機
能
に
就
て

~ 

令
、
総
て
の
伺
人
的
消
費
者
が
、
所
謂
「
費
消
貯
蔵
U
を

な
す
一
』
正
な
〈
.
一
様
に
、
市
場
炉
ら
口
へ
の
生
活

(
中

O
日
目
白
ユ
h
Z
門

O
R
E
-
P
)
を
な
す
に
至
る
こ
さ
は
、

資
本
主
義
枇
曾
の
消
費
生
活
に
於
け
る
一
の
特
徴
己
見

る
こ
主
が
出
来
る
o

そ
れ
故
に
此
の
澗
曾
に
於
て
佃
人

的
消
費
に
向
け
ら
る
、
W
も
亦
、
商
品
貯
般
の
形
態
を

採
っ
て
市
場
仁
存
在
す
る
ニ
さ
を
必
要
ご
す
る
o

従
つ

J
L

消
費
手
段
の
生
産
に
於

τも
亦
、
同
一
の
商
品
W

が
、
互
に
雨
立
す
べ
か
ら
グ
る
二
仰
り
要
求
を
受
付
る

ご
い
ふ
矛
盾
に
陥
る
。

一一一

以
上
通
点
る
が
如
〈
、
資
本
主
義
経
済
組
織
り
下
に

於
て
は
、
生
産
財

ω生
産
た
る

t
享
奨
財
の
生
産
党
る

子
炉
、
問
は
宇
、
共
の
生
産
物
は
、
一
方
に
於
て
込
山
述
な

る
貨
幣
化
を
要
求
さ
る
、
ご
同
時
に
、
他
方
に
於
て
緩

漫
な
る
貨
幣
化
!
l
商
品
貯
蔵
!
ー
を
要
求
せ
ら
る
、

古
い
ふ
矛
盾
L
た
る
現
象
が
起
る
。
き
う
し
て
私
の
翻

る
所
で
は
比
山
口
矛
盾
に
封

Lτ
一
鷹
山
り
解
決
を
奥
ふ
る

所
に
、
資
本
主
義
経
済
組
織
の
下
に
於
け
る
商
業
り
機

能
が
棋
に
は
る
も
の
、
様
で
ゐ
る
o

第
二
十
巻

(
第
六
被
一
四
一

)
-
O入

Marx， a. a. 0.， S. II5，課事二四七頁

Marx， a. a. 0.， S. III，謀本}ー三九百

6) 



君主

生k

第
二
寸
巻

(
第
六
競
一
四
一
一
)
-
c
λ
凹

完
本
主
義
経
済
組
椛
の
下
に
於
け
る
商
業
の
一
機
能
に
就
て

一
一
員
ふ
迄
も
な
〈
商
業
は
、
産
業
資
本
循
環
の
品
川
絡
に
に
、
商
業
資
本
家
に
よ
っ
て
濁
立
の
存
在
を
有
す
る
に

於
け
る
流
通
行
程
の

i
戸
君
、
ー
の
、
を
媒
介
す
る
も
の
至
っ
た

w
z、
前
の
生
産
行
税
よ
り
出
で
た
る
W
及
び

で
あ
る
が
、
今
君
、
ー
の
、
に
就
て
見
る
に
、

W
は
生
産
一
後
の
生
産
行
程
に
入
る
べ
き
W
Jこ
は
、
主
古
物
質
的
形

財
た
る
芭
消
費
財
た
る
ご
を
悶
は
す
、
商
業
資
本
家
の
一
態
に
於
て
は
決
し
て
相
違
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
同
一

介
在
に
よ
っ
て
共

ω貨
幣
化
を
迅
速
な
ら
し
め
る
ミ

Z

一
の
商
品
が
稲
々
な
る
過
程
に
於
て
表
る
、
に
過
ぎ
な
い

P

が
出
来
る
。
従
つ

τ此
の
場
合
産
業
資
本
家
は
、
そ
の
↑
も
の
で
は
あ
4
0

が
、
慈
に
問
題
ご
す
る
所
は
、
そ
の
一
耐

生
熊
物
が
未

Hdhεω
本
来
の
使
命
を
果
3
v
る
に
先

r
一
舎
形
態
の
向
型
化
に
関
す
る
。
そ
の
枇
曾
形
態
に
闘
す
る

も
、
郎
も
他
の
産
業
資
本
家
に
貝
取
ら
れ
て
生
産
資
本
一
限
h
、
商
業
資
本
家

ω介
在
以
、
商
品
を
し
て
従
来
其
鴎

に
樽
形
す
る
以
前
、
五
〈
は
流
通
行
程
を
終
へ
て
消
費
一
に
存
在
せ
ぎ

h
し
一
の
術
立
形
態
を
形
成
せ

L
め
る
。

行
程
に
入
り
込
む
以
前
に
於
て
、
般
に
早
〈
そ
の
生
産
一
か
〈
の
如
く
し
1
商
業
は
、
第
-
の
産
業
資
本
家
に

物
を
貨
幣
化
L
て
、
第
二
の
生
産
行
程
に
進
む
こ
ご
が
ア
阿
っ
て
W
の
貨
格
化
を
迅
速
な
ら
し
む
る
ご
同
時
に
、

出
来
る
で
あ
ら
う
o

ぞ
れ
故
に
商
業
は
W
に
岨
到
す
る
二
他
方
に
於

τ、
第
二
の
産
業
資
本
ユ
ぷ
に
向
っ
て
商
品
貯

方
の
要
求
を
成
立
せ

L
め

τ、
再
生
産
行
程
の
進
行
を
一
般
を
提
供
し
て
、
。
1
者
に
闘
す
る
傍
件
|
|
貯
減
形

一
謄
は
国
鴨
川
な
ら
し

U
る
も
の
で
あ
る
o

一
態
の
ん
存
在
!
ー
ャ
-
成
立
せ

L
め
る
o

要
す
る
に
商
業

他
方
に
於
て
商
業
資
本
家
の
介
在
す
る
限
り
、
君
、
一
は
、

W
ご
W

Z
を
分
敵
せ
し
め
、
そ
り
各
I
に
獅
立

ω

f
l
Q

に
於
け
る
W
そ
の
も
の
は
、
直
も
に
の

l
t〈
に
一
形
態
を
山
県
ふ
る
司
】
ご
に
よ
っ
て
、
同
者
に
向
つ

τ要
求

於
け
る
W

さ
は
な
ら
な
い
。
商
業
資
本
家
は
、
第
一
の
一
せ
ら
品
、
互
に
矛
盾
す
る
ニ
仰
の
保
件
を
満
足
せ

L

産
業
資
本
家
に
即
す
る
w
w
t
、
第
二
の
産
業
資
本
家
仁
一
め
、
再
生
産
行
程
を
し

τ
一
感
は
支
障
な
〈
進
行
せ

L

即
す
る
W
J」
の
問
に
、
濁
立
の
存
在
を
有
す
る
W
を
責
め
得
る
も
の
で
あ
る
。

言
、
一
仰
の
緩
街
地
帯
を
設
定

τ
る
o

勿
論
比
の
場
合
か
〈
の
如
き
商
業
の
機
能
は
ま
た
・
消
費
手
段
の
生



産
部
門
Z
偶
人
的
消
費
者
ご
の
流
通
行
程
を
も
固
滑
な
一
在
を
保
た
し
め
・
産
業
資
本
家
に
封
し
て
は
W
の
貨
幣

ら
し
め
る
。
此
の
部
門
の
生
産
物
W
は
、
一
方
に
産
業
一
化
を
迅
速
な
ら
し
む
る
ご
共
に
、
個
人
的
消
費
者
に
封

資
本
家
の
生
産
物
で
あ
る
ご
い
ふ
鮪
に
於

τ込
山
地
な
る
一

L
て
は
生
活
資
料
の
市
場
惟
柑
闘
を
提
供
す
る
。
か
〈

τ

貨
賢
官
】
必
要

t
L
、
他
方
仁
市
場
ー
か
ら
口
へ
の
生
活
一
一
謄
は
再
生
産
一
行
税
の
進
行
を
図
滑
に

L
、
個
人
の
消

資
料
で
あ
る
=
い
ふ
駄
に
於
て
貯
蝶
形
態
た
る
こ
子
ぜ
一
費
生
活
を
確
保
す
る

-
3」
、
な
る
。
今
是
等
的
関
係
争
』

要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
じ
も
亦
商
業
は
、
一
明
瞭
な
ら
し
む
る
た
め
に
、
表
式
を
用
ひ

τ闘
解
す
る

産
業
資
本
家
に
即
す
る

w
t、
倒
人
的
消
費
者
に
卸
す
一
な
ら
ば
次
の
如
〈
な
る
。

る
生
活
資
料
子
宮
引
離

L
て
、
批
曾
形
態
上
濁
立

ω存
一

一
、
商
業
資
本
家
の
介
在
な
き
場
合

世

l
時
帖
冊
減
サ
肌
刊
の
i
弓
・
H
V
-
L
ぎ
の
、

(
h
r
臨
海
、
h
r
m附
)

=鴇
い
恥
開
株
掛
川
官
民
山
口
l
宅
-
・
?
・
名
、
l
ー口、

(
降
臨
豆
、
h
r
陥

)

=時前
山
冊
締
掛
告
側
の
l
者一
-
-
-
H
U
E
E
-
-

戸市、

:
Q

(
部
地
豆
、
除
同
町
)

二
、
商
業
資
本
家

ω介
在
す
る
場
合

戦
L
陪
批
耐
耐
岨
N

官
以
目
。
i
宅
----HY---J司、
l
口、

(

同

冊

忌

骨

、

田

岡

町

)

=

部
!
、
高
排
蹴
卦
品
目

C
J
4
t
i
1
C、

(
冊
除
豆
、
書
尚
)
=

端
、
い
除
機
時
令
跡
仰
の
豆
、

-
-
-
E
]
U
E

・E
・5
、口、

(
肝
冊
淳
、
同
開
)

E

噛
U
E
神
域
令
胤
刊
の
l
J〈
口
、

(
冊
恥
号
、
再
臨
)
=

助
制
川
時
株
掛
骨
洲
口
ー
ldF4

・
ヲ
-
-
君
、
l
口、

(

量

出

淳

、

冊

冊

)

=

横
川
現
叫
肺
州
岬
令
慌
の

4r
〈

C
、

合
唱
河
川
時
母
、
骨
司
自
)

雑

封k

資
本
主
義
経
蹄
組
酬
闘
の
下
に
於
け
る
前
業
の
-
機
能
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
披

一
回
=
一
)

一
O
λ
玉



雑

録

最
後
に
、
か
く
の
如
、
さ
商
業
の
機
飽
は
、
資
本
家
的
一

生
産
方
法
に
件
ム
前
述

ω矛
盾
を
完
全
に
解
決
し

c、一

再
生
産
行
程
の
準
行
を

r久
r岡
滑
な
ら

L
め
得
る
も
一

の
で
あ
ら
う
か
H

ど
う
か
?
此
の
問
題
は
此
の
小
論

ω
一

日
的
ご
す
る
所
で
な
い
。
ぞ
れ
故
に
な
は
常
に
「
一
臆
一

は
」
ご
い
ふ
制
限
を
附
す
る
ニ
子
炉
)
忘
れ
な
か
っ
た
o

一

ま
だ
資
本
主
義
経
済
組
織
の
下
に
於
け
る
商
業
の
機
能
一

は
、
之
を
以
う
て
議
き
て
居
る
も
の
で
あ
ら
う
か
者
〈

仏
此
の
外
に
備
は
重
要
な
機
能
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
ら
↑

う
か
の
問
題
も
、
私
の
惑
に
鯛
れ
得
ザ
ピ
る
所
で
ゐ
る
o

一

そ
れ
故
仁
私
は
『
商
業
的
一
機
能
』
Z
題
す
る
こ

Z
を
忘

れ
な
か
っ
た
o

此

ω銀
管
制
的
言
ひ
得
た
所
は
、
二
重
の

意
味
に
於
て
、
特
稽
的
で
あ
る
。
(
一
四
、
五
、
四
、
)

統
計
拾
穂
抄

一一一一一一→一一一一一一寸


